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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎ 開 会

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、去る２月２４日告示招集されま

した令和４年三沢市議会第１回定例会を開会

します。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 会議

録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、田嶋孝安議員、春日洋

子議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第２ 会期の決定

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２ 会期

の決定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から３月１８日までの１２日間とし

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、会期は、本日から３月１８日まで

の１２日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第３ 諸報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３ 諸報

告は、印刷してお手元に配付したとおりで

す。御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ４ 議案第 １号から

日程第３２ 議案第２９号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、日程第４

議案第１号令和４年度三沢市一般会計予算

から日程第３２ 議案第２９号公の施設の指

定管理者の指定の期間の変更について（塩釜

地区コミュニティ集会施設）までの全議案を

一括上程します。

─────────────────

◎日程第３３ 提案理由の説明

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３３ 提

案理由の説明を願います。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

本日ここに、令和４年三沢市議会第１回定

例会が開催され、令和４年度当初予算をはじ

めとする各議案の御審議をお願いするに当た

り、私の市政運営に関する基本姿勢とその所

信の一端を述べ、議員各位並びに市民の皆

様、関係者の皆様の御理解と御協力をお願い

申し上げるとともに、提出いたしました議案

の概要を御説明申し上げ、御審議の参考にし

ていただきたいと存じます。

さて、昨年を振り返りますと、国内では、

長引く新型コロナウイルス感染症により経済

や国民生活へ多大な影響を及ぼしたほか、地

域間の移動に起因する爆発的感染拡大が生

じ、当地域においても、人の流れの増加や感

染力が強い変異株への置き換わりなどにより

感染が拡大したため、各種イベントを中止せ

ざるを得なかったほか、市内の経済や市民生

活も多大な影響を受けました。

このことから、市では、感染対策の切り札

とも言えるワクチン接種を市政の最優先課題

として、医師会をはじめ、多くの医療関係者

の多大なる御支援と御協力の下、１０月末ま

でには希望するほぼ全ての方への２回目の接

種が完了いたしました。

また、季節性インフルエンザと新型コロナ

ウイルス感染症との同時流行及び重症化の予

防に向けたインフルエンザ予防接種費用の助

成対象年齢を１１歳まで引き上げるととも

に、引き続き６５歳以上の高齢者や妊婦など

の方々を助成対象とするなど、感染症対策に

努めてまいりました。
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そのような中、年明けから新型コロナウイ

ルスの新たな変異株・オミクロン株による感

染が全国で急速に広がり、県内においても一

部地域でまん延防止等重点措置が適用となる

など、現在も第６波の渦中にあります。当市

においても同様で、地域における感染者が増

加しており、これまでにない感染拡大を警戒

すべき状況にあり、非常に強い危機感を持っ

ております。

こうした状況の中、市では、民間事業者と

連携し、ＰＣＲ検査センターを１月７日から

開設するとともに、３回目の追加ワクチン集

団接種を１月２９日から高齢者の方々から順

次開始しております。

また、この第６波の感染拡大を受けて、ワ

クチン接種の迅速化が求められる中、３月１

日からは、年齢に関係なく、国が示す２回目

の接種から６か月を経過した方々への３回目

の接種を可能とし、さらに、小児へのワクチ

ン接種につきましては、年齢の高い１１歳か

ら順に接種券を発送しており、３月１日から

１１歳の方々の予約受付を開始いたしまし

た。

今後におきましても、市民の皆様の健康と

安全の確保に努めてまいりますので、市民の

皆様におかれましては、これまで同様の基本

的感染防止対策の徹底を継続していただきま

すよう、特段の御理解と御協力をお願い申し

上げます。

一方、市政運営におきましては、当市の基

本理念であります「未来へつなぐ 心安らぐ

国際文化都市」の実現に向けて、全庁一丸

となって順調に進めることができました。

一例を申し上げますと、教育環境では、小

中学校の情報通信ネットワーク環境とタブ

レットを活用した授業による教育環境の充実

と情報活用能力の向上を図ったほか、子育て

支援では、「みさわ子どもしあわせ憲章」の

制定など、市民総出で子育てを応援する仕組

みを構築してまいりました。

このように順調に市政運営を進めることが

できましたことは、ひとえに議員各位をはじ

め、市民の皆様、関係者の皆様の御理解と御

協力によるものであり、深甚なる感謝と御礼

を申し上げます。

そして、令和４年度は、第二次三沢市総合

振興計画前期基本計画の最終年度となります

が、引き続き時代の潮流を的確に捉え、子育

て支援や教育環境の充実に努めていくととも

に、第２期三沢市まち・ひと・しごと創生総

合戦略に基づき、引き続き三沢市独自の視点

での地方創生につながる施策を展開し、新型

コロナウイルス感染症により疲弊した地域経

済の立て直しや、ウィズコロナ・アフターコ

ロナの社会構造の変化にも対応した柔軟な地

域社会の構築、さらには、今後の重要な社会

基盤となるデジタル化に対応した技術やサー

ビスの導入などに努めてまいります。

また、新型コロナウイルスに打ち勝ったあ

かしとなるような３年ぶりの各種イベントの

開催や、地域力向上のための地場産品ブラン

ド化、さらには交流人口の増加によるまちの

にぎわい創出に努め、当市の魅力を県内外に

強力に発信していきたいと考えております。

今後とも、喫緊の課題に対応することはも

とより、当市の魅力を磨き上げることで、市

民の皆様が将来に希望を持って夢を語り、幸

せを感じ合える地域社会、そしてふるさとと

して愛着の持てるまちづくりに取り組んでま

いります。

また、コロナ後の新たな日常の中、社会情

勢や行政環境の変化をしっかりと見極めつ

つ、市民の皆様と共に考え、同じ目線に立ち

ながら山積する諸課題に対して、全庁一丸と

なって市政発展のため全力を傾注してまいる

所存であります。

議員各位並びに市民の皆様におかれまして

は、引き続き市政運営に対する御支援と御協

力を賜りますよう、よろしくお願いを申し上

げます。

それでは、議案第１号令和４年度三沢市一

般会計予算について、その概要を御説明申し

上げます。

令和４年度の予算編成に当たりましては、
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新型コロナウイルス感染症が長期化している

影響により、一般財源の大幅な増収が見込め

ないなど大変厳しい状況ではありますが、持

続可能な行政サービスに取り組むとともに、

今後の人口減少問題への対応など、地方創生

にもつながる施策を積極的に実施し、第二次

三沢市総合振興計画の基本理念「未来へつな

ぐ 心安らぐ 国際文化都市」の実現のた

め、効率的かつ効果的に政策の推進を図られ

るよう予算編成を行ったところであります。

このような考え方の下、令和４年度三沢市

一般会計当初予算は、歳入歳出ともに２６０

億４,１００万円、前年度当初予算比で１６

億１,３００万円、率にして６.６％の増とい

たしたところであります。

それでは、主なるものにつきましては、第

二次三沢市総合振興計画の大綱順に御説明を

させていただきます。

まずはじめに、大綱の一つ目「安心な暮ら

し」についてであります。

障害者福祉関係につきましては、医療的ケ

アを必要とする障害児とその家族が、地域に

おいて安心して生活ができるよう総合的な支

援を行うため、新たに所要の予算を措置いた

しました。

また、子育て支援関係といたしましては、

産前・産後の体調不良などで育児や家事を行

うことが困難な家庭等にヘルパーを派遣し、

援助を行うための経費として、新たに所要の

予算を措置いたしました。

市民の健康づくり関係につきましては、子

宮頸がんワクチン接種費・キャッチアップ分

について、積極的勧奨の差し控え中に、定期

接種の対象だった方々に対するワクチン接種

費として、新たに所要の予算を措置いたしま

した。

移住・定住対策費につきましては、当市の

定住促進に向け、人口の流出や減少を抑制し

つつ、Ｕ・Ｉ・Ｊターン者の移住を促すため

の助成金等、引き続き所要の予算を措置いた

しました。

また、火葬場改修事業につきましては、老

朽化に伴う大規模改修として、改修工事等に

所要の予算を措置いたしました。

防災行政用無線施設整備事業につきまして

は、新規格対応機器への更新工事などに要す

る経費等、所要の予算を措置いたしました。

次に、大綱の二つ目「快適な暮らし」につ

いてであります。

まず、(仮称)し尿処理施設整備事業につき

ましては、衛生センターの老朽化に伴う新た

な施設整備に要する経費として、新たに予算

を措置いたしました。

市道前平３３号線歩道整備事業につきまし

ては、一部片側歩道となっている区間を両側

歩道として整備することへの経費として、新

たに予算を措置いたしました。

駅東団地建替事業につきましては、老朽化

した団地の建て替えのため、既存建物の解体

工事に要する経費等、所要の予算を措置いた

しました。

最後に、大綱の三つ目「豊かな暮らし」に

ついてであります。

小学校長寿命化改良事業につきましては、

学校施設の更新、計画的な改修、予防保全を

行うため、小学校３校の長寿命化改良事業改

修基本構想策定業務に要する経費として、所

要の予算を措置したほか、小学校空調設備整

備事業につきましては、冷房設備がない小学

校５校の普通教室及び特別支援教室に新たに

空調設備を整備するための経費として、所要

の予算を措置いたしました。

政策管理費につきましては、第二次三沢市

総合振興計画後期基本計画策定に向けた、ま

ちづくり座談会開催に要する経費等、所要の

予算を措置いたしました。

ＩＣＴ推進関連経費につきましては、自治

体ＤＸを推進し、行政手続の利便性向上や事

務の効率化などを図るため、行政手続オンラ

イン化申請管理システムやＡＩ・ＲＰＡ等、

新たなシステムを導入するための経費とし

て、新たに所要の予算を措置いたしました。

次に、歳入の主なるものについて御説明申

し上げます。
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まず、市税につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響に伴う事業用資産の固定

資産税軽減措置の終了などにより、前年度比

６.７％増といたしました。

地方譲与税、国有提供施設等所在市町村助

成交付金及び地方特例交付金等につきまして

は、前年度交付見込額及び国の地方財政計画

の伸び率等を勘案し、計上したところであり

ます。

地方交付税につきましては、前年度交付見

込額及び国の地方財政計画の伸び率等を勘案

し、前年度比３.９％増といたしました。

国庫支出金につきましては、焼却施設整備

事業費補助金の増などにより、前年度比１３

％増といたしました。

県支出金につきましては、障害者自立支援

給付費負担金の増などにより、前年度比２.

３％増といたしました。

繰入金につきましては、財政調整基金繰入

金の増などにより、前年度比２６.２％増と

いたしました。

諸収入につきましては、旧三沢地区衛生セ

ンター剰余金の減などにより、前年度比１

８.３％減といたしました。

市債につきましては、臨時財政対策債の減

などにより、前年度比０.２％減といたしま

した。

以上が、令和４年度三沢市一般会計予算の

概要であります。

次に、議案第２号から議案第８号までの７

議案は、令和４年度各特別会計等の予算であ

ります。内容につきましては、御審議の際、

詳細に御説明申し上げますので、御了承賜り

たいと存じます。

次に、議案第９号から議案第１２号までの

４議案は、専決処分の承認を求めることにつ

いてであります。

まず、議案第９号令和３年度一般会計補正

予算（第６号）の専決要因といたしまして

は、子育て世帯への臨時特別給付の追加分の

給付に要する経費及び火葬場改修工事に伴う

休業期間中の市外火葬場使用料等の補助に要

する経費が緊要となりましたので、地方自治

法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分

をしたものであります。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに３億

２,６９６万５,０００円の増額補正となり、

既定額との累計では２６０億３,２７６万５,

０００円となったところであります。

次に、議案第１０号令和３年度一般会計補

正予算（第７号）の専決要因といたしまして

は、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給

付金の給付に要する経費のほか、道路及び各

公共施設等に係る除排雪経費を増額するた

め、地方自治法第１７９条第１項の規定に基

づき専決処分をしたものであります。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに７億

２３万５,０００円の増額補正となり、既定

額との累計では２６７億３,３００万円と

なったところであります。

次に、議案第１１号令和３年度一般会計補

正予算（第８号）の専決要因といたしまして

は、原油価格高騰に伴う生活困窮者の経済的

負担を軽減するため、住民税非課税世帯への

灯油購入費の助成に係る予算措置が緊要とな

りましたので、地方自治法第１７９条第１項

の規定に基づき専決処分をしたものでありま

す。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに４,

７９４万円の増額補正となり、既定額との累

計では２６７億８,０９４万円となったとこ

ろであります。

次に、議案第１２号令和３年度一般会計補

正予算（第９号）につきましては、福祉施設

等及び小中学校用ＰＣＲ検査キット購入事業

に要する経費及び道路の除排雪経費を増額す

るため、地方自治法第１７９条第１項の規定

に基づき専決処分をしたものであります。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに１億

１,６２０万１,０００円の増額補正となり、

既定額との累計では２６８億９,７１４万１,

０００円となったところであります。

次に、議案第１３号は、令和３年度三沢市

一般会計補正予算（第１０号）についてであ
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ります。

今回の補正予算は、新型コロナウイルス感

染症に係る経済対策緊急支援助成金の交付に

要する経費及び国の補正予算に伴う市道谷地

頭・金糞線整備事業などに要する経費の予算

措置のほか、事業の確定等による減額及び財

源調整に係る補正であります。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに７,

７６０万円の増額補正となり、既定額との累

計では２６９億７,４７４万１,０００円と

なったところであります。

次に、議案第１４号から議案第１６号まで

の３議案は、令和３年度各特別会計等の補正

予算であります。内容につきましては、御審

議の際、詳細に御説明申し上げますので、御

了承願いたいと存じます。

次に、議案第１７号から議案第２８号まで

の１２議案は、三沢市公告式条例の一部を改

正する条例の制定等、行政運営上必要な条例

の制定であります。

最後に、議案第２９号は、公の施設の指定

管理者の指定の期間の変更についてでありま

す。

以上、令和４年度における市政運営に対す

る所信の一端を申し上げるとともに、提案い

たしました議案の主なるものについて、その

概要を御説明申し上げましたが、議事の進行

に伴い、御質問に応じて、本職及び関係部長

等から詳細に御説明申し上げたいと存じま

す。

何とぞ慎重御審議の上、原案どおり御議

決、御承認賜りますようお願いを申し上げま

す。

終わります。

─────────────────

◎日程第３４ 議員提出議案第１号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３４ 議

員提出議案第１号ロシアによるウクライナへ

の侵略に対して抗議する決議についてを議題

といたします。

提案理由の説明を願います。

森三郎議員の登壇を願います。

森議員。

○１８番（森 三郎君） 議員提出議案第１

号ロシアによるウクライナへの侵略に対して

抗議する決議について、提案理由を御説明申

し上げます。

この議案は、ロシアによるウクライナへの

軍事的暴挙に対し、三沢市議会として抗議と

非難の意を強く表明するため、提案するもの

であります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

申し上げます。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、お手元に

配付しております決議案を局長に朗読させま

す。

○事務局長（蹴揚光昭君） 朗読します。

ロシアによるウクライナへの侵略に

対して抗議する決議（案）

２月２４日、ロシアは国際社会の度重な

る警告を無視しウクライナへ侵攻した。

この行為は国際社会の平和と安全を著し

く損なうものであり、国際秩序の根幹を揺

るがす暴挙である。

このように、力を背景とした一方的な現

状変更をしようとする軍事侵攻は、明白な

国際法違反であり断じて容認することがで

きない。

さらに、ウクライナに拠点を持つ日本企

業をはじめ、現地在留邦人は緊迫した状況

のなか、安否確認の対応に追われるなど厳

しい状況におかれている。

よって、本議会においては、国際秩序へ

の挑戦ともいえる今回のロシアによる軍事

的暴挙に対し、抗議と非難の意を強く表明

するとともに、即時攻撃を停止し完全撤退

を求めるものである。

また、政府においては、現地在留邦人の

安全確保に努めるとともに、国際社会と緊

密に連携し、毅然たる態度でロシアに対し

て迅速かつ厳格な制裁措置をとるよう強く

要請する。
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以上、決議する。

令和４年３月７日

青森県三沢市議会

以上です。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は議員提出議案でもありますの

で、三沢市議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

したいと思います。これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第１号ロシアによる

ウクライナへの侵略に対して抗議する決議に

ついては、原案のとおり可決と決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本日の

日程は終了しました。

なお、明８日及び９日は、議案熟考のた

め、本会議は休会となります。

次回本会議は１０日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時２９分 散会


